
－1－

大津波警報時の高台避難誘導看板を設置しました
～きずなの会～

～千倉港・海の里づくりの会～

朝市で和太鼓演奏が行われました♪

新緑の季節、朝市で春を楽しみませんか？
４月を迎え、春本番のさわやかな季節となりました。ちくら漁港朝市は、今月も元気に開催いたし

ます。朝市は毎月第２・第４日曜日に開催しており、今月は４月２６日（日）の予定です。朝の港の

風景とともに、潮の香りを感じながら旬の魚介や地元ならではの味覚をお楽しみいただけます。ドラ

イブや観光で南房総を訪れる皆さまにも、旅の途中に気軽に立ち寄っていただける朝市です。皆さま

のお越しを心よりお待ちしております。また、朝市を一緒に盛り上げてくださる出店者も募集してい

ます。地域のにぎわいづくりに参加してみませんか。お試し出店として初回の出店料は無料です。ご

興味のある方は、お気軽に事務局までお問い合わせください。

5月は
・朝市
・あいさつ運動
・流木ベンチ作り
・市民活動プレゼン

３月２２日のちくら漁港朝市では、八
千代市で活動している「上高野太鼓の
会」による和太鼓演奏が行われました。
ソーラン節やマツケンサンバなどが披露
され、朝市に華やかな彩りが加わり、多
くのお客様が足を止めて見入っていまし
た。４月を迎え、春本番のさわやかな季
節となりましたね。ちくら漁港朝市は、
今月も元気に開催いたします。朝の港の
風景とともに、潮の香りを感じながら旬
の魚介や地元ならではの味覚をお楽しみ
いただけます。ちくら漁港朝市は毎月第
２・第４日曜日に開催しており、今月は
４月２６日（日）の予定です。また、朝
市を一緒に盛り上げてくださる出店者も
募集しています。地域のにぎわいづくり
に参加してみませんか。お試し出店とし
て、初回の出店料は無料です。ご興味の
ある方は、お気軽に事務局までお問い合
わせ下さい。

きずなの会では、令和5年度より「時宜を得たテーマでの勉強会」として防災講演会を開催していま
す。昨年は防災講演会に加え、参加者が自宅周辺の危険箇所や避難経路を確認する「マイハザードマッ
プづくり」にも取り組み、地域の防災意識の向上を図りました。その取り組みの一環として、予想津波
高3ｍ以上の大津波警報が発令された際に、住民の皆さまが速やかに高台へ避難できるよう、避難誘導
看板を設置することとなり、このたび白子区千歳駅前広場に設置しました。設置当日は部会員が集まり
作業を行い、指定緊急避難場所の看板の隣に設置しました。同会では今後も防災講演会の開催を呼びか
けるとともに、講演会を実施した行政区を中心に、高台避難誘導看板の設置を進め、地域の防災力向上
につなげていきたいと考えています。
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千倉地域づくり協議会「きずな」では、一緒に地域を盛り上げてくださる会員を募集
中です。まずはお気軽に事務局へご連絡ください♪

メールFacebook page

きずな通心はFacebook、みんみんネットでもご覧いただけます。

きずな通心１８７号 202６年４月９日発行 発行部数4,400部

発行：千倉地域づくり協議会『きずな』 編集：千倉担当地域づくり支援員

〒295-8601 南房総市千倉町瀬戸2296-6

☏ 0470-44-1113（平日9：00～17：00） fax 0470-40-1013  

E-mail chikurakizuna@yahoo.co.jp Ⓒ千倉地域づくり協議会『きずな』

初代後藤義光ガイドマップで歩く寺社めぐり
～豊山海部会～

町内の寺社仏閣には、安房の名工・初代後藤義光による彫刻作品が数多く残されています。豊山海
部会では、これらの作品を紹介するガイドマップを作成しました。皆さんの身近なお寺や神社にも、
初代後藤義光の作品があるかもしれませんね。ガイドマップを片手に、町内の寺社巡りを楽しんでみ
てはいかがでしょうか。（ガイドマップは事務局にございます。）

←↓初代後藤義光
ガイドマップ

令和７年度 市民活動発表会が行われました
南房総市が自主的・自発的に公益的な活動をする市民活動団体に補助金を交付する『市民提案型まち

づくりチャレンジ事業』の令和７年度市民活動発表会が３月２０日にとみうら元気俱楽部で開催されま

した。千倉町からはチャレンジコースに「安房國TV南房総支部～映像とWebで地域PR！～」 「千倉

里山技術研究会～千倉の里山を第二のふるさと化プロジェクト～」の２団体が登壇し、地域の特色や地

域の持つ魅力を活かした活動の成果について発表しました。

☆安房國TV南房総支部（３年目）
南房総市内の観光情報や地域情報について、
YouTubeチャンネルを通して動画として情
報発信しました。

☆千倉里山技術研究会（１年目）
東京都市圏に住み働く人々を対象に、市内での
体験や活動を通じて、観光ではなく「第二のふ
るさと」として、季節ごと・年ごとに帰って来
たくなる場所の創出を目指しました。
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